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会 社 概 要（2017年12月31日現在）

会 社 名 日本社宅サービス株式会社
（Japan Corporate Housing Service Inc.）

本社所在地 〒162-0833　東京都新宿区箪笥町35番地
TEL.03-5229-8700（代表）

事 業 所 第１オペレーションセンター
〒162-0053　東京都新宿区原町３丁目87番４号
第２オペレーションセンター
〒060-0004　北海道札幌市中央区北４条西４丁目１番地
SUNNEXTAアーカイブズ（東京都立川市）

設 立 1998年10月６日
資 本 金 7億3,338万円
資本剰余金 9億2,453万円
役 員 代表取締役社長 笹　　晃弘

常 務 取 締 役 市原　康太郎
常 務 取 締 役 石上　明子
取 締 役 髙木　章
取 締 役 小山　長規
取 締 役 石上　敦司
取 締 役 吉田　勇
取 締 役 田中　俊治

社 外 取 締 役 長山　宏
社 外 取 締 役 青淵　正幸
常 勤 監 査 役 碩　　修身
常勤社外監査役 宮川　洋一
社 外 監 査 役 中西　康晴
社 外 監 査 役 笹本　憲一

株 式 情 報（2017年12月31日現在）

発行可能株式総数 22,800,000株
発行済株式総数 10,554,400株
株主数 2,436名

株式の状況

株式の分布状況

合　計
2,436名

10,554,400株
100%

金融機関
5名

571,800株（5.42％）

自己名義株式
1名
791,426株（7.50％）

金融商品取引業者
18名

208,052株（1.97％）
外国法人等

33名
855,513株（8.11％）

個人・その他
2,351名
6,191,509株（58.66％）

事業会社・その他法人
28名
1,936,100株（18.34％）

グループ会社 クラシテ株式会社
株式会社全日総管理
クラシテ不動産株式会社
株式会社スリーＳ
サンネクスタリーシング株式会社

会社概要／株式情報
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次から次へ。かなえたい夢がたくさん生まれてきます。
もっとビジネスの改善や改革をお手伝いしたい。
暮らしに潤いと安心をお届けしたい。
その「もっと」をかなえるのは、「お役に立ちたい」という情熱と創造力。
私たちサンネクスタグループはお客様の声に耳を傾け、
新たなスタンダードを生み出していきます。

1 2

アウトソーシング・スタイルを
基軸にして、『企業活動』と

『住まいと暮らし』に関わる
様々な問題解決を行う企業集団です。

A

私たちSUNNEXTAグループでは、
企業の住宅制度運営から、

総務・人事業務に至る様々なサービスと、
住まいと暮らしに関わるサービスを融合した
トータル・アウトソーシング・サービスを

手掛けています。

SUNNEXTAグループって
どんなグループなの？Q

顧 客

顧客の問題解決

法人の先の
一般消費者向け法人向け 一般消費者向け

当社のソリューション群

多様な形態・ニーズに対応
・コンサルティング
・IOT
・アウトソーシング

・購買代行
・システム開発
・プラットフォーム（クラウド）

SUNNEXTAグループのご紹介

バックオフィス
機能

関係会社・
アライアンス

・オペレーションシステム
・文書保管センター
・コールセンター
・BCP（第二事業拠点）

・マンション管理／
修繕会社

・引越会社
・不動産賃貸・仲介／

売買会社
・システム開発会社

SUNNEXTAの「サン」は、『しゃたくさん』の「さん」
に加え、親しみを込めて呼ぶときの「さん」を表現
しています。そして「ネクスタ」は「ネクストスタン
ダード（NEXT STANDARD）」から。私たちが
次のスタンダードとなる価値を作っていくという
自負と宣言を表現しています。

グループ名の由来
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当社の強み
不動産事業を行わないからこそできる

中立的な立場で良質・最適な物件情報を提供

お客様

お客様のパートナーとして住まいと暮らしをあらゆる面から支えるため、
「Sumaist（すまいすと）」と呼ばれる住まいのコンシェルジュを選定。

各分野のスペシャリストと連携をはかりながら、全く新しい住まいの総合管理を実現しています。

不動産事業（不動産仲介・管理会社）と共に手掛けることで、
入居者と家主や管理会社との利害の調整が生まれる

当社 不動産系
アウトソーサー

セキュリティ
スペシャリスト

（緊急）

アカウント
スペシャリスト

（会計）

テクニカル
スペシャリスト
（保守点検）

クリーン
スペシャリスト

（清掃員）

コンタクト
&ウォッチ

スペシャリスト
（管理員）

リアル
エステート

スペシャリスト
（不動産）

リフォーム
スペシャリスト
（専有部・共用部）

グループ会社など

賃貸借契約 賃貸借契約

代理行為

業務受託収入業務受託収入 賃貸管理収入

私たちがこだわるのは、常に「暮らし手」の立場に立ったサービスの提供。横並びから一歩前へ。A
クラシテの「施設総合管理事業」って他の管理会社と何が違うの？Q

人事や総務に代わって「住宅制度改革や制度そのものの運用」を行い、
全国の転勤者とご家族のお住まいに纏

ま つ

わるサポートを行います。
A
「社宅管理事務代行事業」ってどんな事業なの？Q

国内初、唯一の法人専門の賃貸不動産会社ネットワーク
• 厳しい基準（加盟店評価制度）をクリアした地域優良不動産会社（338店舗）で構築
• 年間20,000件以上の社宅・転勤業務をフルサポート！！

家主 家主お客様 お客様
不動産系

アウトソーサー
当 社

日本社宅ネット

SUNNEXTAグループ基盤事業のご紹介（社宅管理事務代行事業・施設総合管理事業） 基盤事業を支える仕組み

各分野のスペシャリストと連携をはかりながら、客観的、専門的で
もれのない改善提案を行う仕組みがあります。

住まいと暮らしのトータルソリューション「CLASSITE」

分譲主との利害関係を持たない独立系会社として、常に暮らし手の立場に立ったサービスをご提供。

独自の運営組織「分業制」による再現性のある独自オペレーション 

独立系 だから可能な「暮らし手」利益の最大化

2

1

専門会社であり、独自のビジネスモデルを基にしたサービス提供を評価
いただいており、信頼の証であるリピート率は９７％を実現。

業界のリーディングカンパニー「しゃたくさん」

創業以来管理件数は順調に推移しており、12年連続業界シェアNo.1です。

業界唯一の社宅アウトソーシング専門会社です。

業界No.1の受託管理件数実績 ！

2

1
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ました。他方、一部小規模修繕工事や不動産取引が
下期にずれたこと等により上期は減益となっています。

　大きな取り組みとしては第１四半期に行ったM&Aに
よる株式会社全日総管理のグループへの経営統合で
す。新たなお客様の取り込みとグループ内で首尾一
貫したサービス提供による原価低減が主な目的で
す。すでにそのシナジー効果が現れつつあり、今後の
効果拡大が期待されます。
　また、働き方改革にも取り組んでいます。例えば勤務
時間の短縮、休日数の増加など、従業員がより働きや
すい環境を整えるとともに報酬アップを行いながら従業
員満足度を高めつつ、生産性向上も図っています。

　全体の売上計画で若干の遅れがあるものの直近
2期連続で過去最高営業利益を更新し、当期もほぼ

計画通りで推移しています。
　中期経営計画の最終年度に向けて概ね順調にストッ
クビジネスを拡大させています。
　また、新規サービスや事業の開発において計画と
多少の開きはありますが、当社の特徴を活かしたお
客様ニーズに合う新規サービスやセキュアサポート分
野の新商品開発を継続して進めています。

　中長期の経営視点から、「連結業績を勘案した上
で、安定的かつ継続的な配当」を行うことを基本方
針とし、連結配当性向30％以上、連結株主資本配当
率（ＤＯＥ）3.5％以上を目標とし、増配を続けてまい
りました。今後も上記方針のもと、株主の皆様に還元
してまいります。
　株主・投資家の皆様には、引き続き当社グループ
のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

事業の市場環境はいかがでしょうか？Q1

上期（第2四半期まで）に
どのようなことを取り組まれたのでしょうか？Q3

中期経営計画（2015年7月～2020年6月）の
進捗はいかがでしょうか？Q4

株主の皆様へのメッセージは
いかがでしょうか？Q5

上期（第２四半期まで）の実績と
見通しはいかがでしょうか？Q2

売上高 38億29百万円 (前期比 2.8％増) 経常利益 3億85百万円 (前期比 15.2％減) 当期純利益 2億44百万円 (前期比 18.3％減)営業利益 3億56百万円 (前期比 20.6％減)

■第2四半期  ■通期  （百万円） ■第2四半期  ■通期  （百万円） ■第2四半期  ■通期  （百万円） ■第2四半期  ■通期  （百万円）

SUNNEXTAグループ経営ビジョン
『ビジョナリーカンパニー創造のために』

「NEXT DREAM NEXT STANDARD」を
次々に実践することで、社会に貢献し、

企業価値を向上してまいります。

　企業収益の改善や継続的な人手不足を背景に、お
客様からご好評をいただいている社宅管理事務代行
事業における需要は安定的に高まっています。
　また、施設総合管理事業においては、住居の老朽
化対応と高齢者をサポートするサービス需要が増加
傾向にあります。

　経営計画に対しては、ほぼ順調に推移しています。
今期も売上高・利益の最高記録の更新を目指し取り
組んでまいります。
　社宅管理事務代行事業は前期の一時的な付帯収益
の影響により、上期は前年同期比では減収・減益とな
りました。
　なお、企業収益の改善や継続的な人手不足を背景
に、受注状況はほぼ見通しどおりです。
　もう一つの主軸である施設総合管理事業は、ストック
の管理収入が堅調なことに加え、新たにグループへ参
画した株式会社全日総管理の売上もあり、増収となり

トップインタビュー

日本社宅サービス株式会社
代表取締役社長 笹  晃 弘
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社宅管理事務代行事業 日本社宅サービス

社宅管理事務代行事業においては、企業からの
アウトソーシング・ニーズを背景に新規受注によ
る社宅管理件数は、増加基調で推移しましたが、
前期の一時的な付帯収益の影響により、売上高
は17億10百万円（前年同期比4.6％減／計画比
1.4％減）、営業利益は３億16百万円（同21.0％
減／同9.7％増）となりました。

代表取締役社長

長友 孝祥

株式会社
全日総管理

Topics2  新サービスのご紹介

Topics1  人材育成のできるリフォーム専門会社が当社グループに加わりました

　㈱全日総管理をゼロから創業して23年、従業員達と手を
取り合いながら今の姿まで成長させてきました。
　その中にはベテランもいれば若い未経験の新人達もいま
す。そうした従業員達の将来を考えると、がむしゃらに目の
前の仕事に向き合うだけでなく、組織で、総合力で、戦略
的に未来を見据えた経営に変革していくことが必要不可欠
だと考えるようになりました。でも自分達だけでそれを行う
のは難題であるとも考えていました。

　そのような中で、日本社宅サービスは創業期から縁があ
りましたし、クラシテがSUNNEXTAグループ入りする時に
は、社外で協力した経緯もありましたので、互いに理念と
ビジョンを共有し、互いの組織に集う人々のために協力し合
うという考え方は、違和感もなく受け入れることができまし
た。当然、決断するには悩みましたが、今は互いの将来が
鮮明に見えるようになり、良かったと思っています。あとは
結果を出すだけです。

　㈱全日総管理のこれまでのお客様に加えて、クラシテと日本社宅サービス
のお客様に対しても、当社が誇る迅速で高品質な、相見積もり不要の良心的
な価格のサービスを提供することにより、互いのビジネスが拡大すると考えて
います。
　ストック（管理戸数や管理件数）に付帯するビジネスチャンスを逃すことなく、
受注率アップや修繕工事の原価低減を図っていく予定です。
　将来的には首都圏以外の地域へのサービス拡大も視野に入れており、グル
ープの売上・利益の拡大にも貢献できるように取り組んでいきます。

ローコストで老朽化物件の
バリューアップを実現。
見守りセキュリティサービス／
IC錠／Wi-Fiと連動したアウト
ソーシング・スタイルのサー
ビスを準備中。

来客対応
在宅中でも外出中でも、お手持ちのス
マートフォンで、来客対応ができます。

不在対応
来客対応ができないときでも、専用ア
プリによる返答のほか、コールセンタ
ーによる代理対応も可能です。

来訪者をスマート
フォンに動画つき
で表示。
外出先や勤務中な
ど、いつでもどこ
でも対応可能。

2018年夏リリース予定 最先端の「スマートオートロック」

経営統合（2017年８月１日）に踏み切った理由を教えてください。Q

今後はどのようなことに取り組まれるのでしょうか？Q

17億10百万円

3億16百万円

前期比  82百万円減
計画比  24百万円減

前期比  84百万円減
計画比  28百万円増

売上高

営業利益

クラシテ クラシテ不動産 全日総管理施設総合管理事業

売上高構成比
49.6%

施設総合管理事業においては、マンション管理組
合からの新規受注（リプレイス）や大規模な計画
修繕工事が堅調であったことに加え、完全子会社
化した全日総管理社のリフォーム・リノベーション
関連売上が寄与した結果、売上高は19億０百万円
（前年同期比7.2％増／計画比5.3％減）となりま
した。一方で、小規模修繕工事や不動産取引が
下期にずれたこと等により、営業利益は31百万円
（同23.5％減／同7.0％増）となりました。

19億00百万円

31百万円

前期比  1億27百万円増
計画比  1億 7百万円減

前期比  9百万円減
計画比  2百万円増

売上高

営業利益

その他 スリーＳ 他

売上高構成比
5.7%

既存の新サービスに加えてスリーＳ社を完全子
会社化したことにより、売上高は２億19百万円
（前年同期比36.5％増／計画比9.1％減）、営業
利益は６百万円（同58.1％増／—）となりました
が、新たなサービスの追加投入は、若干遅れて
推移しています。今夏には新サービスをリリー
ス予定です。

2億19百万円

6百万円

前期比  58百万円増
計画比  21百万円減

前期比  2百万円増
計画比  22百万円増

売上高

営業利益

セグメント別の概況

売上高構成比
44.7%

トピックス
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【1株当たり配当額と配当性向の推移（連結）】

配当性向30%以上を目標

■■
■

配当金（2018年6月期以降は中間配当含む）
増配分
配当性向（%）

記念配当分
DOE（%）

　当社は、連結配当性向30％以上、連結株主資本配当率（DOE）3.5％を目標としています。
　資本の効率性と利益配分の双方を配当目標とし、安定した業績をベースに、株主の皆様に対しては
今後も継続的な安定配当を目指してまいります。

中間配当（8円）を実施

中期経営計画（2016年6月期～2020年6月期）

中期経営計画は概ね順調に推移しています

アウトソーシング領域の 
拡大・収益力の強化

管理サービス等の営業力・ 
収益力の強化 新たな基盤事業の確立

中長期的な企業価値向上を目指す

当社グループの目指す姿・戦略

売上高 70億円
営業利益 ６億円

ROE 10％以上

配当性向 30％以上

DOE 3.5％以上

2020年６月期の数値目標

売上高97億円　営業利益12億円
2016年６月期

1. ストックビジネスをベースにした継続的かつ安定的な成長
2. お客様にとって価値が更に拡がるような付加価値の高いサービスの創造
3. 機能分化による意思決定と人材育成の早期化

株主還元（７期連続での増配を実現）

増 配
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